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問５ 次の文章は，三相同期発電機に関する記述である。 

三相同期発電機は，水車を原動機とする水車発電機や，蒸気タービンを原動機

とするタービン発電機などに用いられている。水車発電機では，水車の回転速度

が比較的    (ｱ)    ため，発電機の極数を    (ｲ)    しなければならない。また，水

車発電機の回転子は，軸方向に比べて直径が    (ｳ)    なっている。 

タービン発電機の回転子は，水車発電機に比べて回転速度が    (ｴ)    ので，回

転子の機械的強度の関係から，回転子の直径は軸方向の長さに比べて    (ｵ)    し

た設計になっている。 

 

上記の記述中の空白箇所(ｱ)～(ｵ)に当てはまる組合せとして，正しいものを次

の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

 

 (ｱ)  (ｲ)  (ｳ)  (ｴ)  (ｵ) 

(1) 小さい  小さく  大きく  大きい  大きく 

(2) 小さい  大きく  大きく  大きい  小さく 

(3) 小さい  大きく  大きく  小さい  大きく 

(4) 大きい  大きく  小さく  大きい  小さく 

(5) 大きい  小さく  小さく  小さい  大きく 
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問６ 定格出力 11 000 kV･A，定格電圧 6 600 V の三相同期発電機がある。三相短絡

電流 750 A を流すのに必要な界磁電流が 54 A である場合，この発電機の定格電流

に等しい三相短絡電流を流すのに必要な界磁電流[A]の値として，最も近いもの

を次の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

 

(1) 69 (2) 96 (3) 120 (4) 208 (5) 289 
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